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だ
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号
44

団扇

（翳）
衣

褶

裳

だんせん

さしは

きぬ

ひらみ

も

宝髻

かんざし
櫛

背子

衣

帯

裳

領巾

履

化粧：花鈿 (額 )

　　　花子 (口元)

か でん

か し

くし

ほうけい

からきぬ

 せ  こ

きぬ

おび

ひ　れ

も

くつ

だんせん

さしは

団扇

（翳）

冠

笏

半臂

袍

平緒

石帯

太刀

履
袴

かんむり

しゃく

せきたい

た　ち

はん ぴ

ほう

ひら お

はかま

くつ

奈良時代 貴族の女性

飛鳥時代 貴族の女性

奈良時代 貴族の男性

を
と
め　
　
　

た
ま 

も 

す
そ

  　
　

古
代
の
貴
族
の
装
い

　

飛
鳥
時
代
の
装
い
は
、
髙
松
塚
古
墳
の
壁

画
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

衣
裳
に
優
雅
さ
を
感
じ
ま
す
。

  

奈
良
時
代
の
装
い
は
、
正
倉
院
宝
物
に
実

物
が
残
っ
て
い
ま
す
。
染
色
技
術
が
発
展
し
、

よ
り
華
や
か
さ
が
増
し
ま
し
た
。    

  

『
万
葉
集
』
に
当
時
の
装
い
に
つ
い
て
わ

か
る
歌
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

少
女
ら
が
玉
裳
裾
び
く
こ
の
庭
に 

秋
風
吹
き
て
花
は
散
り
つ
つ

                             

（
巻
二
〇
・
四
四
五
二
）

少
女
た
ち
が
美
し
い
裳
裾
を
ひ
く
こ
の
庭

に
は
、
秋
風
が
吹
き
花
は
散
り
つ
づ
け
て
。

 
 

　

○
新
着
図
書
案
内
○

  　☆
マ
ン
ガ
で
楽
し
む
古
典 

万
葉
集            

         
 
 
 
  

（
井
上
さ
や
か
監
修
／
ナ
ツ
メ
社
）

☆
万
葉
集
の
恋
と
語
り
の
文
芸
史 

　
　
　
　
　
　
　

   　

 　

（
大
谷
歩
／
笠
間
書
院
）

☆〈
歴
史
の
証
人
〉
木
簡
を
究
め
る

            

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
／
ク
バ
プ
ロ
）

☆
古
代
国
家
形
成
の
舞
台　

飛
鳥
宮

　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 

（
鶴
見
泰
寿
／
新
泉
社
）

☆
日
本
全
国
万
葉
の
旅　

西
日
本
・
東
日
本
編

　
　
　

 　

 

（
坂
本
信
幸
・
村
田
右
富
実
／
小
学
館
）

☆
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か

           　

       

（
高
階
秀
爾
／
筑
摩
書
房
）

☆
古
代
語
の
謎
を
解
く

　
　
　
　
　
　

  

（
蜂
矢
真
郷
／
大
阪
大
学
出
版
会
）

☆
王
梵
志
詩
集
注
釈

                    

（
辰
巳
正
明
／
笠
間
書
院
）

　　
　

    　
　
　
　
　

 　
　

 

利
　
用
　
案
　
内

開
館
時
間―

午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休 

館 

日―

月
曜
日

（祝
日
の
場
合
は
翌

              

日
）
・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

              

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

              

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス   

白　

黒
一
枚　

    

円

                     

カ
ラ
ー
一
枚      

円

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室

   

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
一
〇　

　
　

    

０
７
４
４―

５
４―

１
８
５
０

（代
）

Ｈ ２ ８ ． ３ ． ２ ０  Ｖ Ｏ Ｌ ． ４ ４

1050

（ 

主
任
技
師　

西
田 

彩
乃 

）


